












.㌣ め,共同研究を推進することが必要不可欠である。'n鐵 鶏 恋
このような識 の下1乙本所では ・材米騰 炉利
憲筆ぐ雛碧 用施設」(大洗)および 「超電導材料開発施設」を
ll㌻1二1顎∵ 中心とした全国共同利用と共同研究を行なってき
・ 凄 鉱,た が 銅 の醐 を契機としてすべての研究部Pヨ



















/922年(大正M年)に 鉄鋼研究所から金属材料研 な責務は,材 料科学分野の次代を担う若手研究者
究所へ改組 ・改称さRた 折の官制(勅令第36/号)の 育成である。現在は,大 学院学生の教育という
によれば,東 北(帝 国)大 学に限らす,他 の帝国 形でこれを行なっているが,そ れだけで十分とは
大学の教授 ・助教授がそのまま金研所員となって 言えない。基礎科学の振興に大学院の充実を望む
研究に参加 した(ただし,助 手は専任であった)。 声は各方面に多いが,金 研でも新 しい大学院の在
そのような趣旨は現在でも生か し得るものであ り方,若 手研究者育成の方法について活発な議論
る。今年度新設された客員研究部門3の うち二つ を行なっている。
は,他 の国公私立大学の教官を迎えるもので,ま 幾多の優れた人材を生み,輝 かしい歴史を刻ん
す超伝導関連の分野の野口精一郎教授(豊 橋技科 だ旧一号館(住 友家からの援助により/92/年建
大),松浦民房助教授(名 古屋大)が/0月から着 設)と1日2号館(財 団法人斉藤報恩会からの援助
任された。材料科学の進i展には,学 ・学問や官 ・ により/930年建設)は取り壊さR,そ の跡に7階
学問の協力だけでは不十分であり,国 際的交流お 建の新研究棟が本年3月 に完成 した。/0月2日に 〔
よび産業界との緊密な連けいが是非必要である。 共同研究研への改組と新棟の落成を記念する式典
客員部門の一つは,外 国人を任用するもの(第3と 祝賀会を挙行 したが,その折に多数の方々から,
種)で あり,PnOfessOrJamesRObePtこ れからの金研に対して暖かい励ましと共に厳し
AndersOnが42月から/ケ 年間来所さRる こ い注文や貴重な助言を頂いた。この場を借りて厚




つは企業の研究者を教授(助 教授)と して迎える 所が増え,い ろいろの分野の方々との相互作用が
客員研究部門(第2種)で あり,そ の設置のため 盛んになった。この時機に発刊さRた 「lMR二
に努力中である。なお産学共同の今後の方向を老 ユース」が,金 研と国内 ・外の共同研究者との問
えるため,「材料研究において,い ま必要な産学共 の掛け橋として,情 報交換や交流の促進に役立つ
同とは(?jというテーマで共同利用研第一回の研 だけでなく,相 互作用の結果として新しい研究の
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全国共同利用研究所への改組に伴ない,研 究部 申請期限:/988年り月末日(厳 守)




昭和63年度からは逆の形の共同研究も行われる 研究報告:共 同研究終了後実施報告書を提出 し
ようにその課題 を広 く公募することになりま し ていただきます。
た。その要領は下記の通りです。 宿泊施設:各 自手配 して下さい。
公募事項:研 究部各研究室との共同研究 そ の 他:大 学院学生は学生教育研究災害保険
(1988年4月～/989年3月)に 加入のこと。
申込資格:国 ・公 ・私立大学及び国立研究機関 上記の研究課題の採否は研究部共同利用委員会
の教官・研究者及びこれに準する者。 および採択専門委員会で査定し,本所教授会で決
申込方法:所 定の申請書類を提出 していただき 定します。現在の採択専門委員会は本所教官6名,


















のも,赤 煉瓦の研究棟で現在は長老の先生方が未 で,滞 在中にいろいろと教え頂くことが出来ると
だ助手で働いておられた頃,私 も東工大をでて都 期待 している。
立大の助手になって間もない時で,金 研に日本で 共同利用研究所に脱皮し,新たな発展が期待さ






番号 研 究 会 課 題 名 貢 任 者 名 実 施 期 間 提 案 者
1中 性子回折 の材料研 究への応用 平林 真62.9.24～62.9.252日間 山口泰男
2結 晶欠陥制御 への要求,現 状および技術開発へ の糸 口(1)福 田 承生62.9.28～62.9.292日間 福田承生
3超 高圧電子顕微鏡 の現状と将来像 平林 真62.9.29～62.9.302日間 平林,藤 田,井 村
4材 料研究 において,い ま必要な産学協同 とは何 か(P鈴 木 謙爾62./0.2/日 間 鈴木謙爾
5イ オン ビーム技術 の材料研究への応用 山口 貞衛62.M.16～62.11.172日間U」[]貞衛
6光 ・電子 で固体表 面の何が分かるか 広川吉之助62.11.481日 間 広川吉之助
7金 属間化合 物 和泉 修62.12.7～62./2.82日間 和泉 修,花 田修 治
8核 融合炉材 料に関する重照射効果研究会 茅野 秀夫62.12.8～62.12.92日間 茅野秀夫
9CVD共 同研 究討論会 平井 敏雄62./2.8～62./2.92日間 平井敏雄
10高 温超伝 導物質の結晶成長 小松 啓62.12.8～62.12.92日間 小松 啓
1/破 壊 の原 子論 木村 宏62.12.10～62.12.1/2日間 木村 宏
12ク ラ スタ ーの物理と化学 仁科雄一郎62.12.21～62.12.222日間{=科 雄一郎
13ラ ンダ ∠」凝縮系の構造と物性 鈴木 謙 爾63./.6～63.1.83日 間 鈴木謙爾
14希 土 類鉄族合金磁性材料の基礎 中川 康 昭63,1A1～63.1.122日間 〔‡〕川,藤 森,山 本
15遷 移金 属化合物の高圧力下物性 神垣 知 夫63.1.18～63.1A92日間 金子 武次郎
16結 晶欠陥制御への要求,現 状 および技 術開発への糸 口(II)福 田 承 生63.1.221日 間 福田承生
17ア モルファス材料の最近 の話題 増本 健63.2.1～63.2.22日 間 増本,鈴 木,藤 森他
18定 常強磁場を用いた材料 開発 と物 性研 究 武藤 芳 雄63.3.10～63.3.1/2日間 能登宏七,小 林典男
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